
諫早市社会福祉協議会だより

かんしゃかんしゃかんしゃかんしゃ
お互い助け合う「感謝」の気持ちと「諫早市社会福祉協議会」の意味を
込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。
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　ワハハと笑顔が絶えないこの空間。特養いい
もりデイサービス（飯盛町　千葉隆平施設長）の
職員研修をかねたレクリエーションの時間です。
　職員は、高齢者疑似体験セットを着用し参加
しています。体験中は、文字が見えにくく、動
きにくい。普段は簡単にできることも思ったよ
うにできません。
　「自分たちは利用者の方のことを考えて支援
していたつもりでしたが、相手のことを十分に
理解できていませんでした。この体験から相手
の立場になって支援することの大切さを再確認
し、利用者の笑顔のために、今後の福祉活動に
活かしていきたいと思います。」と話されました。
相手の立場に立つことで困りごとに気づき、そ
れと同時に、自分たちにできることは何かを考
えるきっかけとなります。

　普段の暮らしのなかで、相手の立場に立ち自
分にできることを考えてみませんか。ときには
解決策が見つからず悩むこともあるかもしれま
せん。そのようなときは、諫早市社会福祉協議
会の総合相談窓口にご相談ください。
　一緒に考え解決の糸口を見つけましょう。
　福祉とは「ふだんの　くらしの　しあわせ」
のためにあります。
　相手のしあわせと自分のしあわせのために相
手を理解し、行動することが互いに歩み寄り支
え合う第一歩となります。

福祉総合相談
　日常生活における心配ごと、福祉制度や法律問題
　などの総合相談窓口を開設しています。
　〇ふれあい福祉相談
　〇専門相談（弁護士・司法書士）
　〇ボランティア相談
　〇成年後見申立相談

一緒に考えてみませんか
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イ
キ
イ
キ
と
し
た
笑
顔
が
印
象
的
な
こ
の
二
人
は
、

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
で
調
理
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か
し
た
部
門
を
担

当
し
、
連
携
プ
レ
ー
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
で
き
な
い
こ
と
は
み
ん
な
で
協
力
し
利

用
者
・
職
員
が
一
丸
と
な
り
働
い
て
い
ま
す
。
利
用

者
は
近
所
の
方
が
買
い
物
に
来
て
、
会
話
を
す
る
の

が
楽
し
い
と
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
支
え
合

い
、
と
も
に
働
き
、
苦
も
楽
も
分
か
ち
あ
う
こ
と
で
、

障
害
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
利
用
者
の
一
言
で
そ

の
日
の
調
子
が
分
か
り
ま
す
。
と
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
は
話
し
ま
す
。
本
人
の
気
持
ち
が
一

番
。
本
人
の
気
持
ち
が
向
か
な
い
の
に
無
理
し
て
毎

日
通
う
必
要
は
な
い
。
来
る
も
の
拒
ま
ず
、
去
る
者

追
わ
ず
。
通
い
た
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
笑
顔
で
迎

え
る
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
が
対
等
な

関
係
で
あ
れ
ば
、
互
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
地
域
で
暮
ら
す
障

害
（
身
体
・
精
神
・
知
的
）
を
抱
え
て
い
る
方
の
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
機
関
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
生
活
す
る
ま
ち
の
市
役
所
や
商
業

施
設
の
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
駅
や
バ
ス
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
に
は
障
害
に
は
関
す
る
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
マ
ー
ク
が
あ
る
だ
け
で
は
役
割
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
バ
ッ
グ

に
つ
け
て
い
て
も
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
困
っ

た
と
い
う
声
も
。
地
域
住
民
の
障
害
へ
の
理
解
と
配

慮
が
必
要
で
す
。
一
人
一
人
の
こ
こ
ろ
配
り
と
思
い

や
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
に
は
高
齢

者
、
障
害
が
あ
る
人
、
子
ど
も
も
大
人
も
共
に
生
活

し
て
い
ま
す
。
障
害
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
の
違
い
を

理
解
し
、
分
か
ち
合
う
こ
と
で
相
手
に
対
す
る
思
い

込
み
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
小
さ
な
配
慮
と
障
害
へ
の
理
解
が
大
き
な
サ
ポ

ー
ト
に
。
誰
も
が
福
祉
の
対
象
で
あ
り
、
人
が
生
ま

れ
て
か
ら
生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
普
段
の
暮
ら
し
の

中
で
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
福
祉
の
願
い
で
す
。

　
　

《
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
》
外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
周
囲
の
方
に
配
慮

等
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
マ
ー
ク
で
す
。

�

幸町　特定非営利活動法人 チャレンジド人財センター

新道町　特定非営利活動法人 HOT HOT BOX
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シ
リ
ー
ズ
地
区
社
協　
第
24
回

会　長

人　口

辻　義久
5,174 人
（令和３年７月１日現在）

長田地区社会福祉協議会って
どんなことしているの？

●ふれあいいきいきサロン（４箇所）
●ひとり暮らし高齢者の集い
●ふれあい食事サービス
●子育てサロン（１箇所）

だ
れ
も
が
ふ
れ
あ
い

支
え
合
う
ま
ち
な
が
た

〜
長
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
〜

長
田
地
区
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

安
心
で
き
る
ま
ち

住
民
に
届
け
よ
う

　

長
田
地
区
は
、
諫
早
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
五
家
原
岳
中

腹
か
ら
麓
の
諫
早
湾
ま
で
の
南
傾
斜
面
に
、
約
１
８
０
０
世
帯
、

５
１
７
４
人
が
暮
ら
す
農
村
地
域
で
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
長
田
の
人
が
多
く
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い
を

強
み
に
顔
が
わ
か
る
関
係
で
み
ん
な
が
気
軽
に
声
か
け
が
で
き
周

囲
の
人
の
理
解
が
あ
り
ま
す
。

　

良
い
距
離
感
で
信
頼
関
係
が
昔
か
ら
築
か
れ
、
住
民
の
横
の
繋

が
り
が
強
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

長
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
辻
義
久
会
長
を
中
心
に
自
治

会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
４
回
の
会
議
を
重
ね
地
区
社
協
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
策
定
の
中
で
大
切
に
し
た
こ
と
は
、
支
え
合
う
こ
と
の

大
切
さ
。
古
く
か
ら
の
地
縁
を
活
か
し
た
計
画
で
す
。

　

辻
会
長
は
、「
ま
ず
は
自
分
た
ち
か
ら
支
え
て
い
こ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
区
社
協
活
動
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
い
ず
れ
は
自
分
た
ち
が
支
え
て
も

ら
わ
ん
ば
け
ん
。」
と
、
計
画
へ
の
想
い
を
話
し
ま
す
。

　

長
田
地
区
に
は
山
間
部
が
あ
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
住

ん
で
い
ま
す
。
買
い
物
に
行
き
た
い
け
ど
バ
ス
の
便
は
朝
と
夕
だ

け
。
そ
ん
な
時
に
お
互
い
様
の
力
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
家
に
田
や

畑
が
あ
る
人
は
趣
味
や
農
家
技
術
を
活
か
し
て
、
ご
近
所
に
野
菜

な
ど
の
食
材
を
お
す
そ
分
け
を
し
ま
す
。
お
互
い
が
協
力
し
、
住

民
同
士
の
強
い
絆
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
だ
れ
も
が
ふ
れ
あ
い
支
え

合
う
ま
ち
な
が
た
が
あ
り
ま
す
。

※

地
区
社
協
と
は
、お
お
む
ね
小
学
校
区
を
単
位
と
し
、地
域
や
そ
の
住
民
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
発
見
し
地
域
で
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
住
民
組
織
で
す
。
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印
刷
：
合
資
会
社
真
光
社
印
刷 諫早市社会福祉協議会だより「かんしゃ」では、広報誌に関するご意見、地域で行われる福祉活動や行事の情報を皆様から募集しています。

編集
発行

社会福祉法人 諫早市社会福祉協議会
〒854-0045　諫早市新道町948番地
TEL 0957-24-5100　FAX 0957-24-5101
ホームページ　http://isahaya-shakyo.jp
　　　　　　　（諫早市社会福祉協議会で検索ください）

９月のふれあい福祉相談
　日常生活における様々な心
配ごと・悩みごとなど、何で
もおたずねください。
　財産、権利擁護など、法律
上の悩みごとなどをおたずね
ください。

無
料
専
門
相
談

開 設 日
開設時間

場　　所

9月24日(金)　弁護士

午後１時 30分～４時
諫早市社会福祉協議会
電話　24－5100

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

社会福祉法人 芙蓉会会員紹介別会員紹介諫早市社会福祉協議会 特別会員紹介諫早市社会福祉協議会 特別会員紹介
諫早市栄田町で地域に根差した高齢者介護事業を展開する
「社会福祉法人芙蓉会（理事長　松藤久傳）」を紹介します。

自分らしく笑顔があふれる暮らし

味わいのある楽しみ

平成１１年、ケアハウス椿寿荘を開設、当時は
自宅にいるような環境のなか、個性にあわせ自立
し、安心して暮らせるケアハウスは市内では先駆
的な取り組みだったそうです。以来、社会情勢の
変化により利用者から求められる様々な事業を展
開しながら、地域の行事にも参加し、施設内を地
域活動の場として開放するなど「いつでも、だれ
でも利用できる」施設として、地域になくてはな
らない存在となっています。

芙蓉会設立からのこだわり一つとして、利用者
が楽しみにしている食事が挙げられます。食べる
ことは生きる活力につながるので、施設ごとに厨
房を設け、真心こめて調理をしています。提供し
ている食事は色彩・風味・味わいは絶品で「うま
か～、美味しか～」と利用者に大好評です。
今後は、地域との交流を含めた食事を提供する

機会を設けたいと話されていました。

介護の技術革新

介護の仕事のイメージを変えたい

　「介護」と聞くと身体を使う仕事で、体力的・
技術的に大変というイメージがありますが、現在
では、センサー技術を用いて、体動（寝返り、呼吸、
心拍など）を測定し、睡眠状態をリアルタイムで
把握できる機器や、ノーリ
フトケア（抱え上げない介
護）用の介護ロボットを導
入し、安全・安心なケアに
取り組むなど、職員が働き
やすい環境を整えるため積
極的に取り組んでいます。

職員同士がメッセージボードを活用して互いの
気持ちを伝えるなど、風通しの良い、働きやすい
職場づくりへの取り組みや、介護ロボット・ICT 
の活用によって「介護の仕事のイメージを変えた
い。」と意気込みを話されていました。
芙蓉会では、一緒に介護の職場で働く仲間を募

集しています。詳しくはホームページ、フェイス
ブック、インスタグラム等で
情報発信していますのでご覧
ください。

社会福祉法人 芙蓉会
ふ ようかい

諫早市栄田町582-9　TEL 0957-20-9051
ケアハウス椿寿荘　ケアハウス第二椿寿荘
特別養護老人ホーム椿寿荘　ケアプランセンター椿寿荘
デイサービス椿寿荘

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
令和３年７月１日～令和３年７月31日受付分
次の皆様から、心温まるご寄付をいただきました。

香典返し

▶西村　理美子様（栄田町）　【亡夫　利明様】

follow
me

～自分のために　みんなのために～

新型コロナウイルス
感染予防の取り組み
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